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17 年度 設定なし
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人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
11,087
7,199
0

19,303
7,321
26,624 7,049

3,254
3,795 16,672

7,321
23,993

接続促進活動（広報や個別訪問）による接続戸数の増。

水道課と協力し給水停止作業を実施するとともに、個別に納付相談や指導を行い滞納額を減らすように努め
た。

下水道業務（下水道排水設備等）の円滑な事務を行う。

事業の目的

下水道事業受益者負担金の賦課・徴収、下水道使用料の徴収委託事務。

事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

下水道課

下水道法、伊予市都市計画下水道事業受益者負担金徴収条例等
根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

泉 仁
所管課情報 担当課： 576

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 公共下水道処理区域

三好 孝昌

評価対象外事業
(公下)一般業務事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
住環境の整備と生活安全の確保〜はつらつ住みよいまちづくり〜
生活環境の整備

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

11658
5804
1200

25年度実績9月末の実績25年度予定
事業活動の実績（活動指標）

24年度実績単位項目
受益者負担金前納報奨金
下水道排水設備等の事務費
下水道使用料徴収委託料
水洗便所改造資金利子補給

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

1008
1036
8985
58

千円
千円
千円

千円

1180
5668
9794
30

0
3784
0
11641

100,00020,00020,00020,00020,00020,000
年度

実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降
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成果指標
下水道事業受益者負担金（現年度分）と下水道使用料（現年度分）の徴収率。

0098.7398.82

接続促進に今後も努める。

自己評価
3目的の妥当性

市民ニーズへの対応 3

成果指標

指標設定の
考え方

前年度（現年度分）の徴収率と比較し、向上をさせることで事業執行の安定化

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度
0098.8298.28

受益者負担の適正 3

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

C

C

C
手段の最適性 3

コスト効率 3

成果向上の可能性 3
施策への貢献度 3

市の関与の妥当性 3
事業の効果 3

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 3

C市民ニーズへの対応 3
市の関与の妥当性 3

有効性
事業の効果 3

C成果向上の可能性 3
施策への貢献度 3

効率性
手段の最適性 3

課題認識

個別訪問などで接続促進が図られており、今後も継続した取り組みを期待する。

一次評価結果のとおり事業継続と判断するが、以下の課題を新たに追加する。

意見、課題
 コスト削減及び使用料の徴収率向上に努めると共に接続率の向上にも努力する必要がある。

コスト効率 3
受益者負担の適正 3

C

二次評価
二次評価

（所属部長）
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行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

二次評価の内容を踏まえ見直すこと。

下記の点を見直しの上、継続する。


